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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

30.SL-2001 ª剤 
フルアジ�ッ�P:15% 

(W/() 
 
 
[ēÅĎý 
ēÅ�イオサイcンス] 
 

Ýç/茎葉/生育期(草¦20/m以下)/一年生
イ�Ė(スズメ�カyビラを除A)/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

 

 

 

 
 
 
 
 
B.緑地維持 (1)î草 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

±ĉ名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-701 液 
イマザピック:23.6% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

緑地管理 î草/一年生・多年生広葉/生育期(草
¦30/m以下)/茎葉兼土壌/一般 

継 継) 
・効果の確認 

緑地管理 î草/多年生イ�Ė/生育期(草¦30/m
以下)/茎葉兼土壌/一般 

 

%. ⥳地⥔ᣢ (1) ᢚⲡ

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

ɹイネ科多年生植物のϗソバυδϣウπナΪ（T er r ey o c h lo a 
n atan s  CIVSDI）は，ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑（পాɹᚸ・٢୔長
人ฤɹ19��ɿਤ �1 ӈ）ʯに G ly c er i a n atan s  ,oNBSov の学໊
でʮਫ辺や，ਫాにはえ・・・，特に๺ւಓのਫా஍ଳに多いɽʯ
と，ࣸ ਅとઢըを൐って঺介された。同ਤ鑑の巻末にはυδϣ
ウπナΪ・ώロϋυδϣウπナΪとの識別఺が，খ ・ึখ花・
ӱ果・খઉのઢըでࣔされた。この植物は๺ւಓと長野ݝの
みで知られ（日ຊのਫ草ɹ֯野߁࿠ɹ201�），長野ݝでは，ʮ中
部（上高஍ʙ৐Ҍַࢁ࿢）ʯのඪ高 1
000 ʙ 1
�00N の自વ
植生中で࠾集されている（長野ݝ植物ࢽɹਗ਼ਫݐ美ɹ1997）
ので，同ݝでは農耕஍の雑草とは言い難い。ۙ年，ذෞݝで
見出されてʮذෞݝ植物ࢽ同調ࠪ会ฤஶ 2019ʯにऩ࿥され
たとのことである。2017 年のڥ؀লϨッυリストではʮઈ
໓ةዧ *" 類（C3）ʯにѻわれ，この種がਫాで雑草として
生育するのは๺ւಓのみ，である。

ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑ʯでのϗソバυδϣウπナΪのه事と
ઢըは，ࣥච者の一人で当時๺ւಓ۞知҆高౳学ߍにおられ
たݪ܂義੖先生の手になるもので，先生は，ʮত࿨ �7（19�2）
年以߱ � 年間，ઍ葉大学・পాڭतのࢦ導によりʰ雑草の
஍Ҭ別生態調ࠪに関する研究ʱが全国数ݸ所をબんでߦわれ
た（Ԭా༐作ɹ雑草研究 �ɹ19��）。ʯという活動にࢀըさ
れ，๺ւಓѾా܊۞知҆ொのਫాの雑草܈མの調ࠪを୲当さ
れた。この調ࠪใࠂの一部が，ݪ܂先生の主ஶʮ後ࢤの植物ɹ
19��ɿਤ �1 
�	ʯのʮ�� 耕஍の雑草ɿࠨɹਫా雑草܈མの
૊成とその動態ʯにऩ࿥された。先生は，۞知҆ொの農家ਫ
ాにʮʓ除草剤を使用しないਫాɿ" ۠・ແ除草۠，# ۠・

除草۠ɹʓ除草剤
1C1 ෍ਫాɿCࢄ
۠・ແ除草۠，%
۠・ 除 草 ۠ ʯ を
ઃ͚て，19�2 年
の � 月から 11 月
の雑草植生の変化
を調べた。ϗソバ
υδϣウπナΪは
この "・# ۠の܈
མ૊成දにࡌهさ
れ，ใࠂຊจでは

マπバイ，ϋリイ，ηリとڞにʮڧ害雑草ʯとされた。先生は，
ʮϗソバυδϣウπナΪはഇాやઙいਫཷりなどに大܈མをつ
くるが，この草は，ൺֱ的ۙ年になって۞知҆஍方のਫాに
あらわれたもので，ਫ࿏より侵入したといわれている。ʯと解
આされた。ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑ʯにϗソバυδϣウπナΪがऩ
࿥されたのは，上هのことがらがഎܠにあるにҧいない。܂
先生は，同ਤ鑑用のઢըの΄かにʮ日ຊイネ科植物生態ਤݪ
ේɹୈ一巻ɹ197�ʯ用にも作੡された。

ච者は19��年から1�年間๺ւಓࡳຈࢢに在住したものの，
ෆษڧのためこの植物に出会えなかったが，๺ւಓを཭れた
のちに，ಓ産のイネ科植物をʮϗソバυδϣウπナΪでは？ʯ
とਘͶられたことが 2 ճある。初めの試ྉはΤκϊαϠψΧ
グα，次はϋイコψΧグαで，いずれもখึの形態を֬認し
たうえでϗソバυδϣウπナΪとは異なる，と判அした。

�0 年以上の時がྲྀれた 2019 年のՆ，ڠ༑アグリג式会
ࣾのྛ৳ӳࢯから，ʮ同ࣾࡳຈࢧళのスタッフが๺ւಓѴ઒
た雑草を֬ࣅ౦Ѵ઒؅内のਫాでϗソバυδϣウπナΪにࢢ
認した。ʯとの৘ใ（ਤ �2）がಧき，さらに実物試ྉをૹ෇
して௖いた。試ྉは，全体׈らかで，΄;くする細い᜖をも
つ植物で，イネ科植物の同定に必ཁな花ং（ึ）をܽいてい
た。試ྉの葉身෯はը૾（ਤ �2）からड͚るҹ৅より細く，
当初この植物をϋイコψΧグαとߟえたが，出すくみ状態で
元に見出したので，この部分はϗソバυגれた数ຊのึをރ
δϣウπナΪにۙいものとߟえた。次に，新઱で明ྎなึを
ಘるためにこの植物をઍ葉ݝ๺੢部の自୐の๺向きのݰ関ԣ
に࣪५ʙ୷ਫ状態でอ存した。ઇのな いためか，྘の葉

を着͚たままӽౙ
して � ʙ � 月にރ
部から新ج，しࢮ
たな᜖が৳長した。
花期についてʮ� ʙ
7 月，7 ʙ � 月ʯと
するจݙ৘ใに൓
して，2020 年 � 月
にࢸってもึを出
すؾ配がないため

物֎部の໷間রݐ）
明，高Թの影響？），

《第23回》

三度目の正直（？）で確認，北海道のイネ科多年生水田雑草ホソバドジョウツナギ

ਤ��　�ΠωՊଟ೥ੜࡶ૲ϗιόυδϣ΢πφΪ
ʹ͍ͭͯͷٛݪ܂੖ઌੜͷهड़ΛؚΉɺ
ʮࢤޙͷ২෺　����ʯͱʮ೔ຊݪ৭ࡶ૲
ਤؑ　����ʯͷදࢴ

ਤ��　�๺ւಓѴ઒ࢢ౦Ѵ઒؅಺ͷਫాʹൃੜ
ͨ͠ʮϗιόυδϣ΢πφΪʹͨࣅʯΠ
ωՊଟ೥ੜࡶ૲ʢ����೥ �݄��೔ɿ
ਫాॴ༗ऀͷڐ୚ͱͱ΋ʹڠ༑ΞάϦ
ʣڙళఏࢧຈࡳձࣾࣜג
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このࢫを఻えたところ，9 月初०にࡳຈࢧళの方が࠶度現஍で
取した試ྉをૹ෇してくださった。試ྉは，合着しない葉࠾
ৌのԑ，ບ࣭のখઉ（成長過程で先୺が多様な形に྾͚る），
અで発根する΄;く᜖などの特௃を༗し，᜖のଠいものと細
いもの֤ 2 ఺で，2019 年の試ྉと同様にึをܽいていたが，
後者の 1 ఺のみに出ึ後数Χ月を経たとみられる数ຊのึ
が残っていた。খึなどは΄とんど୤མしていたが，わずか
に残存したものからද �1 にࣔすܭଌ஋をಘた。͝くগ数の
ଌながら，これらの஋は，ʮ日ຊイネ科植物ਤේ（長ా෢ܭ
ਖ਼ɹ19�9）ʯでのϗソバυδϣウπナΪのࡌهのൣғ内とߟ
えられ，ʮޢӱ・・എはԁく，7 ຺があり，຺はଠくてഎ面
にತ出し，・・内ӱ・・ཽࠎ上にはখࢗ਑状の୹ໟがີに・・ʯ
の特௃も΄ぼ合கした（ਤ ��）。๺アϝリΧに分෍するۙԑ
種のうち，υδϣウπナΪ（ G ly c er i a）ଐにѻわれた類ࣅ種
T .  p alli d a 5SiO� のࡌه（)iUDIDoDL
 "� 4�
 .BOVBM oG UIe 
(SBTTeT oG UIe 6OiUed 4UBUeT 2Od &d�
 19�9ɿP an i c u lar i a 
p alli d a ,VOU[e� とするจݙもある。）とൺֱすると，Ѵ઒ࢢ
産の試ྉではแӱ長が୹いことから，この種のؼ化というこ
とではないようだ（ද �1）。

自୐でอ存中の 2019 年試ྉと 2020 年 9 月に௖いた試ྉ
の᜖を੾り໭して新たに出たࢬの葉身෯（NN）は，2019
年試ྉɿ2�0���0， 2020 年試ྉɿ᜖ଠ・��0，᜖細・ແึ 2�����0，
同・༗ึ・�������（ද �1）であった。これもগ数事ྫであ
るが，葉身෯の஋は長ా先生のࡌهしたϗソバυδϣウπナ

ΪとϋイυδϣウπナΪ（T .  v i r i d i s  CIVSDI）の྆方にؚま
れた。ʮ（྆種を）同一種内に;くめる見解がある（長ాɹલ
出）。ʯやʮ中間的なඪຊも存在する（֯野ɹલ出）。ʯとの
ఠがあるので，Ѵ઒産の試ྉでの葉身෯の変異は，ϋイυࢦ
δϣウπナΪとの混在または࿈ଓ的な変異をؚむݸ体܈の存
在をࣔࠦする。2020 年ૹ෇のʮ細᜖・༗ึʯ試ྉのը૾（ਤ
��）を෇したので，๺ւಓをؚむ๺日ຊのਫాでのຊ種の৘
ใఏڙを期଴したい。

新઱なึの֬認や葉身෯の変動実態の֬認などߋにݕ౼
をཁするものの，ʮࡾ度目のਖ਼௚ʯでਫాのイネ科多年生雑
草ϗソバυδϣウπナΪを֬認できた。現஍৘ใと試ྉを 2
年間にわたってఏڙして௖き，ը૾の使用をڐ୚されたڠ༑
アグリג式会ࣾのࡳຈࢧళのօ様およͼྛ৳ӳ開発୲当部長
におྱをਃし上͛ます。

（௥هɿখࢠ࡭の۞知҆૒ॻʮχηコ植物ࢽɹ19�7ʯを
ࣥචされたݪ܂先生の在りし日の࢟を，2020 年 11 月 � 日
のே，/), ςϨϏのʮখさなཱྀɿࢁջにこころ੅むɹ๺ւ
ಓχηコ࿈ๆʯでഈ見した。）

ਤ��　�����೥�݄ʹૹ෇͞Εͨࢼྉ͔ΒಘΒΕͨখึɺแӱ͓ΑͼখՖ

ਤ��　�ʮϗιόυδϣ΢πφΪʯͷܗଶ৘ใʢ����೥�݄ʹૹ෇͞Εͨࡉ
᜖ɾ༗ึͷࢼྉʣɿ"ɿ΄;͘͢Δ᜖ͱࢬ༿ɺ#ɿ༿਎ɾখઉɾ༿ৌɺ$ɿ
ึΛண͚ͨ᜖ɺ%ɿރΕͨึɺ&ɿখึɺ'ɿখՖͷޢӱʢ্ʣͱ಺ӱʢԼʣ

ද��　๺ւಓѴ઒ࢢਫా࢈ͷΠωՊ২෺ͷܭଌ஋ͱɺจݙ৘ใʹΑΔϗιόυδϣ΢πφΪͱͦͷྨࣅछͷओཁ࣭ܗ

表‐1 北海道旭川市水田産のイネ科植物の計測値と文献情報によるホソバドジョウツナ
ギとその類似種の主要形質

第1 第2
3.8-4.5 7-10 約4 1.2-1.5 1.6-2.1 3-4 2.5-2.7

ホソバドジョウツナギ Torreyochloa natans G. natans 1.5-3.5 6-10 4-6 1-1.2 1.5 3-6
ハイドジョウツナギ Torreyochloa viridis G. viridis 4-6 10-20 6-9 6-9

Glyceria pallida T. pallida open 4-8 5-15 6-7 1.5-2 2-2.5 4-7 2.5-3

Glyceria fernaldii T.
fernaldii --- 1-3 smaller** 5 a little

shorter** 3-5
a little
shorter **

和名 学名 異名 葉鞘 文献*

2-2.5
縁は閉じ
ず、基部ま
で裂ける

小穂 小花
長さ
(mm)

花数/
小穂

長さ
(mm)

葉身幅
(mm)

穂長
(cm) 包穎長(mm)

縁は閉じず

（アメリカ合衆国北東部
産の種）

*1: 長田武正,日本イネ科植物図譜, 1989.　*2: Hitchcock, A. S., Manual of the Grasses of the United States 2nd Ed., 1959.　**:
"than G. pallida "を省略

（前種）と変わらない
1

2
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表‐1 北海道旭川市水田産のイネ科植物の計測値と文献情報によるホソバドジョウツナ
ギとその類似種の主要形質

第1 第2
3.8-4.5 7-10 約4 1.2-1.5 1.6-2.1 3-4 2.5-2.7

ホソバドジョウツナギ Torreyochloa natans G. natans 1.5-3.5 6-10 4-6 1-1.2 1.5 3-6
ハイドジョウツナギ Torreyochloa viridis G. viridis 4-6 10-20 6-9 6-9

Glyceria pallida T. pallida open 4-8 5-15 6-7 1.5-2 2-2.5 4-7 2.5-3

Glyceria fernaldii T.
fernaldii --- 1-3 smalle

r** 5
a little
shorte
r**

3-5
a little
shorter
**

和名 学名 異名 葉鞘 文献*

2-2.5
縁は閉じ
ず、基部ま
で裂ける

小穂 小花
長さ
(mm)

花数/
小穂

長さ
(mm)

葉身幅
(mm)

穂長
(cm) 包穎長(mm)

縁は閉じず

（アメリカ合衆国北東部
産の種）

*1: 長田武正,日本イネ科植物図譜, 1989.　*2: Hitchcock, A. S., Manual of the Grasses of the United States 2nd Ed., 1959.　**:
"than G. pallida "を省略

（前種）と変わらない
1

2
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